
・ヴェブレン『特権階級論』 （猪俣津南雄 訳）  報告:岡崎T *1 *2

実業企業及び産業の実業的管理の根底に横たわる法律慣習の諸原理と１８世紀末に台*1

頭した産業の新秩序に依り生み出された物質的諸条件との間の矛盾を明らかにし、それ

から催起された市民的、政治的困難に関する思索の試み（原著者の序文 。）

（ ）社会主義者。 年、山川均らとマルキシズム理論誌『労農』を創刊。*2 1889~1942 1927

第１章 知識信仰の不安定

＜近世的見地＞ 習性の事柄。時と所の制限。近世キリスト教諸国の一特質。

＜見地の相対性＞ 権利、公正、合宜、義務と知識、信仰、趣味に関する原理、標準。時

代、国民により異なる。

（ ） 。＜習慣 的視野 の突然変異＞ 環象の変化により新しい釣合を保つ原理群が必要になる

中世から近世への習慣的視野の突然変異。

＜知識信仰の標準と行為の（慣用の）規矩＞ 人々はここから実際生活における行為の規

矩を編み出す。

＜「中世心意」的諸実在の崩壊＞ 星占、巫（ふ）術、門閥、祈祷の効験、帝王の神権＝

 不可量物*。

＜経験の強要＞ 知識信仰の規矩は法律道徳の諸原理より一層速やかに、経験により改修

や正誤に曝される。経験は事実性や可信性に関する慣用標準の改修を強要する。

＜廃用と置換に依る退化＞ ＊固定した習慣の力に依て公理のようになっている虚構の一

片。不使用や置換により退化する。

＜仕事日的な諸事実の力＞ 日々の物質上のかかわりに於て諸人が強いられる知識や信仰

の範囲及び方法は・・・物質的経験の直接領域の外にある不可量物的諸事実にかかわる

一切の知識信仰の範囲及び方法にも変化を及ぼす。

＜既成制度物の運命＞ 過去の見地に属する信念や慣行（法律慣習の既成組織）は、当然

にその構成諸原理を修正する時機に達する。

＜機械学的概念 の影響＞ 近代科学及び工芸学の規模と方法。事実本位的な空気。*3

＜法律慣習の不可量物的諸原理＞ 科学や工芸学に比し、近世的見地に遅れているが、何

れは機械学的見地の列に加わる。

＜改造の問題＞ 文明諸国民を戦争（第１次世界大戦、キリスト教世界の構成の失敗）の

禍害から救い出すには如何にすべきか。法律慣習に対する近世的見地の構成的諸原理は

再査に付されねばならない。

＜戦前状態と１８世紀的見地＞ １８世紀創定の法律的道徳的原理群をこの犯罪（第１次

大戦）の従犯者と見ることが出来るか。

＜戦後の危機に即しての期待＞ 「戦前状態」への復帰を不可能とするほどの修正は可能

であるか。

＜普通人の心状＞ 近代世界の基抵。文明世界の運命に決定的条件。

機械的： 目的論的の対 有機的の対 物質的 無意志的*3 mechanical A B C D

機械的唯物論（形而上学的唯物論 ：生命や人間意識の世界を物mechanical materialism ）

理的自然界と同じようにみて、力学的法則で説明しようとする。

機械論： 哲学ー宇宙論 生物学ー有機体の変化・運動 心理学ー心理mechanism a b c

分析 一般ー自然は物質の運動、それ自体自動的に運動変化するd


ヴェブレン的な二元論的構成

知識信仰-----「産業」
法律慣習-----「企業」
    不可量的原理    


ヴェブレンにとっての「近代」とはなにか?

(1)知識信仰の発達
(2)慣習の進化


Modern point of view(近代観)
近世的見地もまた、習性の事柄である。


「この中世から近世への、習慣的視野の突然変異にあっては、法律及び道徳の固定的領域に於いてよりは寧ろ知識及び信仰の更まれる諸標準に於いて、その対照がもっとも端然たる形であらわれている。」
「知識及び信仰の組織が中世と近世の間に顕著な変化にあうたと指摘するのは、凡そ近代文明の標準的歴史研究に於いて一種の常套事となっているのである。」


canons


imponderable


But it is also to be noted that
these canons of knowledge and belief are more immediately exposed
to revision and correction by experience than the principles of
law and morals.


ヴェブレン進化論の例
An Imponderable is an article of make-believe which has
become axiomatic by force of settled habit. It can accordingly
cease to be an Imponderable by a course of unsettling habit.
Those elders in whom the ancient habits of faith and insight have been ingrained, and in whose knowledge and belief the
imponderables in question have therefore had a vital reality,
will presently fall away; and the new generation whose experience 
has run on other lines are in a fair way to lose these articles
of faith and in. sight, by disuse. It is a case of obsolescence
by habitual disuse. And the habitual disuse which so allows the
ancient canons of knowledge and belief to fall away, and which
thereby cuts the ground from under the traditional system of law
and custom, is re-enforced by the advancing discipline of a new
order of experience, which exacts an habitual apprehension of
workday facts in terms of a different kind and thereby brings on
a revaluation and revision of the traditional rules governing
human relations. The new terms of workday knowledge and belief,
which do not conform to the ancient canons, go to enforce and
stabilise new canons and standards, of a character alien to the
traditional point of view. It is, in other words, a case of
obsolescence by displacement as well as by habitual disuse.


法律や慣習のことに関する近世的見地は、科学や工芸学に於ける輓近の進歩で量るとすこし遅れているように思われる。


Law and custom,it is believed, may be revised to meet the requirements of civilised men's knowledge and belief; but no man of sound mind hopes to revise the modern system of knowledge and belief so as to bring it all into conformity with the time-worn scheme of law and custom of the status quo.


the frame of mind of the common man


